
れ
た
同
校
学
園
祭
の
バ
ザ
ー
・
支
援
販
売
等
の

収
益
金
を
、台
風
19
号
災
害
等
の
復
興
支
援
に

役
立
て
た
い
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、29
日
当

日
は
、星
希
望
さ
ん（
介
護
福
祉
科
２
年
）、工
藤

汐
莉
さ
ん（
こ
ど
も
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
科
２

年
）、髙
橋
麻
那
さ
ん（
薬
業
科
２
年
）が
代
表
で

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
を
受
領
し
た
右
京
昌
久
事
務
局
長

は
、「
台
風
第
19
号
災
害
で
は
、全
国
で
15
万
人
、

本
県
で
は
７
千
人
弱
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援

活
動
を
行
っ
た
。寄

付
い
た
だ
い
た
お

金
は
、土
の
う
袋
等

の
消
耗
品
の
購
入

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
の
運
行
な
ど
、

災
害
時
の
支
援
活

動
に
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
感
謝
し
ま
し

た
。

　
寄
付
金
は
、令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
の
ほ

か
、今
後
発
生
す
る
災
害
で
の
支
援
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

福
祉
車
両
贈
呈
式

　
昨
年
８
月
に
株
式
会
社
テ
レ
ビ
岩
手（
榧
野

信
治
代
表
取
締
役
社
長
）な
ど
日
本
テ
レ
ビ
系

列
31
社
が
取
り
組
ん
だ「
24
時
間
テ
レ
ビ
42『
愛

は
地
球
を
救
う
』」に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
等
か

ら
、県
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
10
団
体
に
、リ
フ

ト
付
き
バ
ス
、ス
ロ
ー
プ
付
き
自
動
車
等
福
祉

車
両
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
20
日
、ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、テ
レ
ビ
岩
手
の
青
山
尚
之
専
務

実施
校数

高齢
分野

障がい
分野

児童
分野 社協

小学校

中学校

高等学校

合計

13 ６ ５

４ ４ ３

１ １

18 10 ９

１

１

１

１

出前講座の流れ 令和元年度の
実施状況（２月末現在）

　岩手県福祉人材センターでは、福祉人材の確保・育成に向けて、県内の小・中・高等学校の児童・生徒を対象にした
「福祉のしごと出前講座」を開催しています。
　平成21年度から始まり10年目を迎えたこの講座は、少子高齢・人口減少社会が進展する中、児童・生徒などに福祉
の仕事の魅力を伝え、福祉への関心を高めることで、福祉分野への進路選択につなげることを目的としています。
　今年度は、２月末までに、北は洋野町から南は奥州市まで、合計18校の小・中・高等学校から申込みがありました。
講座は、「高齢者福祉のしごと」「障がい者福祉のしごと」など、学校側が希望する内容を選択して申し込み、近隣の
福祉施設から職員が出向いて行います。今年度も、高齢者施設を中心に、障がい者施設、保育所や社会福祉協議会の
協力をいただきながら、学校を訪問し、講座を実施しました。
　出前講座をきっかけとして、講師を務めた福祉施設と学校との交流の検討が始まった例もあります。
　岩手県福祉人材センターでは、令和２年度も引き続き出前講座を実施し、福祉の仕事の周知や啓発活動に取り組ん
でいく予定です。

事業についての問合せ先　　岩手県社会福祉協議会　福祉人材センター　電話019-637-4522

T O P I C S
ー ト ピ ッ ク ス ー

丸
モ
盛
岡
中
央
青
果
株
式
会
社

取
締
役
事
業
局
長
は
、

「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、一
人

ひ
と
り
の
優
し
い
気

持
ち
が
集
ま
っ
た
募

金
。そ
の
方
々
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
な
が

ら
、利
用
者
の
笑
顔
に

つ
な
が
る
よ
う
た
く

さ
ん
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
挨
拶
し
、代
表
者
一
人
ひ
と
り
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
領
者
を
代
表
し
て
、一
般
社
団
法
人
岩
手

県
自
閉
症
協
会
生
活
介
護
施
設
ブ
ル
リ
の
杜
の

熊
本
さ
ん
か
ら
、「
車
を
も
ら
っ
て
嬉
し
い
で

す
。
ブ
ル
リ
の
杜
で
フ
ル
ー
ツ
キ
ャ
ッ
プ
作
り

の
仕
事
を
頑
張
り
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　
同
募
金
は
、こ
の
ほ
か
、東
日
本
大
震
災
被
災

地
及
び
昨
年
の
台
風
第
19
号
被
災
地
の
復
興
支

援
活
動
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

24
時
間
テ
レ
ビ
42
「
愛
は
地
球
を
救
う
」

て
、「
小
さ
な
親

切
」運
動
岩
手
県

本
部（
代
表
：
株

式
会
社
岩
手
銀

行
田
口
幸
雄
代

表
取
締
役
頭
取
）

か
ら
、県
内
の
市

町
村
社
会
福
祉

協
議
会
に
車
い

す
３
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
式
で
は
、同
本
部
の
三
浦
茂
樹
副
代
表

か
ら
、「〝
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し
よ
う
、そ

れ
が
社
会
の
習
慣
と
な
る
よ
う
に
〞と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、思
い
や
り
の
心
の
芽
を
育
て

る
運
動
を
進
め
て
い
る
。車
い
す
を
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
の
積
極
的
な
社
会
参
加
な

ど
、福
祉
事
業
に
有
効
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、本
会
の
長
山
洋
会
長
に
目
録

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
山
会
長
は
、「
長
年
の
支
援
は
大
変
心
強
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。寄
贈
先
の
３
つ
の
社
協
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ぜ
ひ
有
効
に

活
用
し
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
本
部
か
ら
の
車
椅
子
の
寄
贈
は
、平
成
11

年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、今
回
を
含
め
1
0
2

台
の
車
椅
子
が
、市
町
村
社
協
の
活
動
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
贈
呈
式

　
１
月
29
日
、北
日
本
医
療
福
祉
専
門
学
校（
奈

良
憲
光
校
長
）か
ら
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

に
、20
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、昨
年
10
月
19
日
・
20
日
に
行
わ

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
岩
手
県
本
部

寄
付
金
贈
呈
式

　
１
月
23
日
、丸

モ
盛
岡
中
央
青

果
株
式
会
社（
吉

田
雄
一
代
表
取

締
役
社
長
）か
ら

岩
手
県
社
会
福

祉
協
議
会
に
、

「
宝
船
」の
売
上

金
17
万
５
千
円

が
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
日
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
岩
手
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、同

社
の
照
井
勝
也
代
表
取
締
役
専
務
か
ら
、「
今

年
も
盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
の
初
売
り
で
販

売
し
た
宝
船
の
売
上
金
を
寄
付
し
ま
す
。活
動

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
が
あ
り
、本

会
の
長
山
洋
会
長
に
目
録
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
長
山
会
長
は
、「
長
年
の
継
続
的
な
ご
支
援

は
大
変
あ
り
が
た
い
。本
会
で
は
、数
年
前
か

ら
農
福
連
携
と
い
う
農
家
の
皆
さ
ん
と
障
が

い
者
施
設
等
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
働

く
取
組
な
ど
も
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
」と

挨
拶
し
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
に
よ
る
宝
船
売
上
金
の
寄
付
は
、平
成

18
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、今
回
で
14
回
目

と
な
り
ま
す
。

車
椅
子
寄
贈
式

　
１
月
23
日
、ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
に
お
い

北
日
本
医
療
福
祉
専
門
学
校

　２月５日、滝沢市立滝沢第二小学校で開催された講座では、４年生を対象
に、障がい福祉サービス事業所「みのりホーム」（滝沢市）の主任生活支援員　
遠藤沙織里さんが、講師を務めました。
　遠藤さんは、「障がいってなに？～見えてるものがすべてではない～」とい
うテーマで、「知らない・分からないことから怖いと感じるので、障がいを少
しでも理解することで、障がいに対する見る目や受取り方は変わります」と話
しました。
　みのりホームが行っているサービス内容の紹介では、施設内の菓子工房で
製造しているガトーショコラが配られ、みん
なで試食。児童から「おいしい！」と歓声が上
がっていました。
　職員の一日の勤務内容や、仕事のやりがい
など、様々な内容を盛り込んだ講師の話に、
子どもたちは興味をもって聞き入っていま
した。

金ケ崎町立永岡小学校
（令和元年11月14日）

盛岡市立向中野小学校
（令和元年10月２日）

小・中学校 
高等学校 

岩手県
福祉人材
センター

福祉施設
（高齢・障がい・児童

）、社協実施通知

申込み

承諾

調整・依頼

学校訪問・講座実施 

学校訪問・講座立合い皆様のご支援
ありがとうございました
●東日本大震災被災者支援、地域福祉活動
　などのため
　株式会社ブリッジ 40,000円（２月４日、３月４日）
　名郷根　法育 3,000円（２月27日）
　匿名 72,831円（２月17日）
●台風第19号災害のため
　ものまねキャラバン 500,000円（１月29日）
　北日本医療福祉専門学校 200,000円（１月29日）
　ご寄付いただき感謝申し上げます。

～福祉の仕事の魅力を伝え、福祉分野への進路選択につなげる～

「福祉のしごと出前講座」を開催
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家
電
製
品
贈
呈
式

　
２
月
21
日
、一
般
社
団
法
人
親
切
会
東
北

支
部（
桜
庭
勤
支
部
長
）は
、県
内
の
障
が
い

児
施
設
７
か
所
に
、掃
除
機
・
エ
ア
コ
ン
等

家
電
製
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ド
岩
手
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、桜
庭

支
部
長
か
ら
、「
親
切
会
は
利
他
の
精
神
で

よ
い
世
の
中
を
つ
く
り
た
い
と
願
い
活
動

し
て
お
り
、東
北
支
部
で
は
、未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。本
日
は
さ
さ
や
か
で
す
が
家

電
製
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と

挨
拶
が
あ
り
、代
表
者
一
人
ひ
と
り
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、「
親
切
の
心
」を
実
践
す
る
運

動
と
し
て
、昭
和
34
年
に
兵
庫
県
尼
崎
市
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
発
足
後
、株
式

会
社
日
立
製
作
所
及
び
日
立
グ
ル
ー
プ
各

社
の
積
極
的
な
取
組
に
よ
り
、全
国
組
織
へ

と
広
が
り
ま
し
た
。東
北
支
部
で
は
、毎
年

東
北
６
県
の
福

祉
施
設
を
対
象

と
し
た
家
電
製

品
等
の
寄
贈
の

ほ
か
、善
行
表

彰
等
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま

す
。

親
切
会
東
北
支
部

協
賛
企
業
団
体
等
の
皆
様
へ

（
医
）花
門
堂
　秋
浜
内
科
ク
リ
ニッ
ク

（
医
）七
藤
会
　も
り
お
か
胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニッ
ク

た
か
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
日
東
鋼
管（
株
）

 

岩
手
中
部
地
区

（
株
）北
日
本
リ
ゾ
ー
ト

 

両
磐
地
区

千
厩
ひ
か
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

気
仙
地
区

吉
浜
漁
業
協
同
組
合

 

釜
石
地
区

ホ
テ
ル
シ
ー
ガ
リ
ア
マ
リ
ン

宮
守
歯
科
診
療
所

 

宮
古
地
区

陸
中
建
設（
株
）

　
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、企
業
・
団

体
等
の
皆
様
か
ら
の
協
賛
を
い
た
だ
き
、東
日

本
大
震
災
被
災
者
へ
の
支
援
を
始
め
、生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
や
新
た
な
社
会
福
祉
制

度
の
取
組
に
積
極
的
に
関
わ
り
、豊
か
な
福
祉

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、全
力
で
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
６
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

の
間
、次
の
と
お
り
、皆
様
か
ら
協
賛
金
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
一
層
の
ご
指

導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

盛
岡
地
区

（一社
）岩
手
県
治
山
林
道
協
会

小
岩
井
農
牧（
株
）

（
株
）遠
忠

IWATE

 ！！ うも進へ日明 いわて
●表紙写真

特集

　P2～３　令和元年度地域福祉推進トップセミナー

TOPICS　P11～12　贈呈式（車いす、寄付金、車両、家電）協賛金・寄付等

　P4～6　 令和 2 年 2 月 5 日に行われた滝沢市立
滝沢第二小学校での「福祉のしごと出前
講座」の様子
（関連記事：10 ページをご覧ください）

◇ 

発
行
人
／
長
山
洋  

◇ 

編
集
人
／
右
京
昌
久  

◇ 

発
行
所
／
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
岩
手
県
共
同
募
金
会  

◇ 

定
価
2
0
0
円
（
県
社
協
会
費
に
は
、
本
誌
購
読
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

◇ 

第
6
3
3
号
（
隔
月
発
行
） 

◇ 

〒
0
2
0-

0
8
3
1 

岩
手
県
盛
岡
市
三
本
柳
８-

１-

３ 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
内  

電
話
0
1
9-

6
3
7-

4
4
6
6  
F
A
X
0
1
9-

6
3
7-

4
2
5
5

※
こ
の
広
報
誌
は
、発
行
経
費
の
一
部
と
し
て

　
共
同
募
金
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

広報誌「パートナー」は、本会のホームページでもご覧になれます。
お問合せは岩手県社会福祉協議会・総務部まで　☎019-637-4466

　　　　　　　　　　　ホームページアドレス
http://www.iwate-shakyo.or.jp/
岩手県社会福祉協議会

ふくしing 　Ｐ7　 ～令和元年台風第19号災害～
県内災害ボランティアセンターによる復旧・復興支援活動の振返り

　Ｐ8～9　共同受注センターとは
　Ｐ10 「福祉のしごと出前講座」を開催

ＩＷＡＴＥ・あんしんサポート事業

社会福祉法人の地域における公益的な取組

いわて福祉だより岩手県社会福祉協議会
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